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2011年東北地方太平洋沖地震に伴う火山活動の変化
The volcanic activity change associated with the 2011 off the Pacific Coast of Tohoku
earthquake
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2011年東北地方太平洋沖地震の発生に伴い、約 100ある活火山のほぼ 20％にあたる火山で地震活動が高くなった。現
在のところ噴火に至った事例は無いが、東北地方太平洋沖地震の余震、内陸部に発生する誘発地震と併せて、火山活動
についても今後注視していく必要がある。

特に、2011年 3月 15日 22時 31分静岡県東部でマグニチュード 6.4(気象庁)の地震は、東北地方太平洋沖地震によっ
て誘発された地震のひとつと考えられているが、その発生場所が富士山南麓直下だったため、火山活動への影響も懸念
された。防災科研は 90年代から火山観測網を展開し、定常的に震源決定をおこなっている。その結果によると、本震は
富士山南麓の深さ約 10kmで発生した。余震域は北北東―南南西方向に延び、長さは約 10km、その深さはおおよそ４～
10kmでほぼ垂直に分布している。余震は４月 15日現在も引き続き起こっているが、発生数は低下傾向にある。余震の
地震波形は高周波タイプであり、火山性の低周波地震や微動は観測されていない。

1996年８月から 2011年３月 10日までの震源分布と比較すると、余震域は北側に隣接する深部低周波地震の発生域内
には及んでおらず、また、Ｍ 6.4の震源域に相当する領域では、2008年頃より地震発生率が急増していることが分かっ
た。

富士山麓に展開されている防災科研の火山観測用傾斜計と GPSデータには、Ｍ 6.4の地震に伴うコサイスミックな変
動が見られた。これらのデータに国土地理院GEONETデータをあわせた解析から断層モデルを推定した。暫定解である
が、断層の大きさは６ km＊６ kmで、右横ずれタイプであった。防災科研広帯域地震観測網 F-netおよび Hi-netの記録
波形解析によるセントロイドモーメントテンソル (CMT)解は、北北西一南南東圧縮のほぼ横ずれ断層であり、暫定断層
モデルとも良く一致している。

本ポスターでは、富士山以外にも、防災科研の火山観測網が整備されている伊豆大島、三宅島、那須山、硫黄島、さ
らには 2009年から整備してきた基盤的火山観測施設がある有珠山、岩手山、浅間山、阿蘇山、霧島山を、また焼岳につ
いては、火山近傍にある Hi-net観測点を用いて活動状況について報告する。
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